
お 知 ら せ

平成２２年２月２５日

農 林 水 産 省

平成２２年度「新たな農林水産政策を推進する実用技術開発事業」の

応募状況について

農林水産省では、平成２２年度「新たな農林水産政策を推進する実用技術開発事業」（別紙）

における「研究領域設定型研究」及び「現場実証支援型研究」の研究課題（新規）について、平

成２２年２月１日（月曜日）～２月１９日（金曜日）に公募を行いましたので、この応募状況に

ついてお知らせします。

今回は全体で４０６課題の応募があり、前回（昨年度）より２割増加しました。

今後、平成２２年度予算成立とともに、１次（書面）審査、２次（ヒアリング）審査を経て平

成２２年度研究課題（新規）を決定する予定です。

なお、研究区分ごとの応募状況については以下のとおりです。

＜平成２２年度「新たな農林水産政策を推進する実用技術開発事業」の応募状況＞

研 究 区 分 22 年度事業応募課題数 21 年度事業
（う ち 研 究 領 域） （対前年度比率） 応募課題数

１ 研究領域設定型研究 ２５１課題 (99.6 ％) ２５２課題

（①競争力強化のための生産システムの改善） １０８課題 (93.1 ％) １１６課題

（②新たな可能性を引き出す新需要の創造） ６３課題 (134.0 ％) ４７課題

（③地域農林水産資源の再生と生態系保全） ３５課題 (106.1 ％) ３３課題

（④食品産業の競争力強化と農林水産物・食品の輸出拡大） ２１課題 (150.0 ％) １４課題

（⑤温室効果ガス排出削減のための省エネルギー・新エネルギー ２４課題 (80.0 ％) ３０課題
対策）

(※リスク管理領域) － (－%) (※１２課題)

２ 現場実証支援型研究（旧：現場提案型研究） １５５課題 (166.7 ％) ９３課題

合 計 ４０６課題 (121.9 ％) ３３３課題

(※３４５課題)

注：平成２２年度のリスク管理領域は、「レギュラトリーサイエンス新技術開発事業」で、

今後公募します。

－問い合わせ先－

農林水産技術会議事務局研究推進課産学連携室

担当者：産学連携振興班 上崎・中川原

代表：03-3502-8111（内線 5894）
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別紙

新たな農林水産政策を推進する実用技術開発事業（拡充）
【６，１８３（６，５１６）百万円】

対策のポイント
農林水産業･食品産業の発展のための農林水産政策の推進及び現場におけ

る課題の解決を図るため、実用化に向けた技術開発を提案公募方式により

推進します。

＜背景／課題＞

農林水産業・食品産業の技術上の課題の解決や農商工連携の推進により地域の活

性化を図るためには、実用化段階の研究開発成果を生産現場への普及や民間企業に

よる事業化に速やかに結びつける必要があります。

政策目標
農林水産政策の推進方向や現場の要請に的確に対応した実用技
術の開発を推進

＜主な内容＞

１．新技術開発事業委託費 ５，９７３（６，３５７）百万円

①研究領域設定型

各行政部局等からの要請に基づき、農林水産政策の推進に資するための研究

領域を設け、その実用化に向けた技術開発を支援します。

②現場実証支援型（従来の現場提案型を再編）

大学、民間企業等の地域の関係者による技術開発から改良、開発実証試験ま

での取組を切れ目なく支援します。

③機関連携強化型（新設）

公設試験場が他の都道府県の公設試験場との研究連携協定を策定した場合に、

当該試験場を含む共同研究グループによる技術開発を支援します。

④緊急対応型

年度途中で突発的に生じた農林水産･食品分野の政策課題に対応する研究開発

を支援します。

２．課題評価、進行管理、成果の普及等の推進に関する調査分析委託費

１５３（１５９）百万円

研究課題の審査・評価、進行管理、成果の普及等に関する調査分析及びマッチン

グ機会増大による技術開発成果の普及・実用化を推進します。

補助率：定額

事業実施主体：民間団体等

お問い合わせ先：

農林水産技術会議事務局研究推進課 （０３-３５０２-５５３０(直））


